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流
な
れ
ば
、

つ
よ
み
は
十
が
七
八
も
央
の
ご
と
く
に
は
な
し
と
い
へ

く
左
右
陀
射
て
人
を
併
す
と
。
本
朝
百
斤
の
弓
を
射
者
不
少
し
て

一
、
家
路
の
逃
陀
誇
る
べ
か
ら
宇

た
ぎ
、
大
か
た
如
此
の
働
多
し
。
上
方
筋
の
人
の
か
た
ぎ
は
輩
出
荷
風

孫
車
〈
の
北
町
K
通
じ
、
百
戟
し
て
一
度
も
負
け
宇
、
百
斤
の
弓
を
持
て
能

p 。

未
だ
左
右
K
射
る
人
を
不
問
。
能
ν
之
せ
ば
叉
名
建
の
人
成
べ
し
。
源

此
以
下
筑
前
州
片
的
武
絞
所
拙
唱
の
武
備
和
訓
の
内
に
有
之
。

て
葛
西
闘
方
術
門
の
射
撃
陀
就

τ

お
回
関
右
術
門
は
古
今
紙
製
の
射
入
、
大
仰
の
御
前
陀
於
て
射
訓
帽
を

三
伶

mk縦
へ

、相帆
矢
を
以
て
人
形
を
射
け
る
に
、
三
十
筋
に

τ
二

十
九
筋
を
慌
た
り
。
或
射
手
問
。
大
矢
教
の
櫛
奥
浅
間
千
兵
街
帽
官
肺

門

4
m
叩
よ
り
和
依
大
八
陀
至

τ
・
4

ん
絶
倫
怠
る
者
は
一
品
西
氏
也
と
O

Mm
れ
ば
関
右
衛
門
と
い
ふ
と
も
‘
三
十
問
よ
り
迩
〈
し
て
は
、
鋭
武

者
を
射
放
す
事
成
べ
か
ら
宇
o
敵
間
一
-
一
寸
問
よ
り
只
七
八
聞
に
同
州
明

日仰
向日噌
同
時
曲
賞
至
ま
で
・
矢
容
平
〈
射
出
す
つ
も
り
凡
征
矢
五
十
筋
剖

成
ぺ
し
。
叉
葛
西
和
俊
等
K
少
し
劣
り
た
る
は
十
八
九
間
よ
り
じ

八
問
ま
で
の
問
、
漸
二
三
十
筋
陀
泊
べ
か
ら
十
。
叉
モ
れ
陀
劣
り
た

第
朝
の
一
時
制
K
般
を
射
沈
め
た
る
如
き
は
.
古
今
第
一
の
強
弓
に
し

て
、
規
と
成
す
べ
き
者
陀
あ
ら
宇
。

士
た
ら
ん
者
は
必
過
言
を
恨
む
べ
し
。
若
創
世
者
な
ら
ば
我
家
脱
出の
道

に
は
、
猫
吏
議
退
し
て
誇
る
べ
か
ら
も
一
?
。
先
年
宮
本
武
裁
昨
日
明
元

b
e
タ
フ

が
弟
子
芝
任
と
去
浪
人
来
り、

知
行
凶
百
石
に
て
仕
官
す
。
共
図
の

執
背
中
何
某
武
官
製

E
Hで
、
己
が
家
抽
出
の
浩
u
一品数
十
人
、

彼
が
門
弟
と

一
日
執
事
芝
任
民
間
て
目
。
足
下
の
叙
術

し
て
こ
刀
を
習
は
し
む
。

+
ん
鍛
鋭
い
ふ
べ
か
ら
宇
。
阪
く
は
共
由
民
乎
と
す
る
所
を
見
た
し
と
。

芝
任
が
問
。
我
惑
に
八
人
防
と
云
事
候
。
恐
く
は
鯨
常
の
者
八
入
、

八
方
よ
り
我
を
幽
み
候
と
も
.
容
易
切
抜
る
術
た
り
と
一
耳
。
執
事
問

る
弱
弓
は
、
十
三
山
間
よ
り
七
八
聞
の
問
民
、
十
五
六
筋

E
射
出
す

之
、
究
党
の
批
士
八
人
主
出
し
、
幸
足
下
の
門
弟
主
り
、

η
L等
主
敵

手
に
せ
ら
れ
よ
と
募
る
。
叙
客
莞
爾
と
し
て
.
弱
者
ど
も
木
刀
瓜
を

見
せ
候
は
ピ
皆
逃
散
候
は
ん
と
云
。
批
土
等
大
に
怒
て
今
迄
は
師
動

割
削
州
制
制
成
べ
し
。
然
る
に
大
矢
放
は
泊
矢
巴
に
九
千
筋
陀
及
べ
り
。

赴
共
用
何
如
と
-E
事
を
し
ら
宇
。
又
古
今
の
強
弓
、
鎧
武
者
主

E
t

一騎
も
仙
制
し
た
り
と
一
耳
例
も
な
し
。
北
栄
の
将
軍
晶
飛
と
い
ム
者
、

な
H
o
i
-
よ
り
は
冠
隊
た
り
。
僅
の
校
前
盟
主
以
て
大
閣
に
採
り
、
枇
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